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１． はじめに 

 2007 年 3月25日に発生した能登半島地震（マグニ

チュード 6.9）は能登半島の地域に甚大な被害をもた

らした．特に，輪島市門前町や輪島市役所周辺（輪島

市河井町）では多くの家屋が倒壊した．そこで，本研

究では，能登半島地震被災地における地盤動特性を把

握するために，多点における常時微動観測を実施する．

微動H/Vスペクトル比から微動卓越周期の分布を求め

るとともに，既往の研究1）により微動卓越周期と地盤

構造との間に相関があると考えられていることを利用

して，地震応答解析に用いるための沖積層厚さの推定

を行う．本稿では推定を行うために相関性の確認のた

め，対象地区のボーリングデータとの比較を行う．検

討する対象地区としては能登半島地震で多く被災した

石川県輪島市門前町道下・黒島地区および輪島市河井

町地区とする． 

 

２． 常時微動観測データ処理方法 

道下地区と黒島地区は距離が近いため1つのグルー
プにまとめて考える．このとき，常時微動観測に適し

た場所やその調査地区での既往ボーリングデータが存

在する数の関係上生じた常時微動観測点とボーリング

調査点との間の距離による差異を補間する必要がある．

補間方法について以下に述べる． 
調査地区（道下・黒島地区および河井町地区）は国

土地理院で規定されている3次メッシュをさらに1/10
に区分して考える．微動卓越周期に関しては，各観測

点のデータ値をこのメッシュの格子上へ補間する．補

間方法としては，大町ら2）の用いた距離による重み付

けの方法を適用する．本研究の常時微動観測は大町ら

の研究と比べて狭い地域を調査対象としていること，

また，観測点間の距離が比較的短い観測であることか 
ら，重み付け半径Rを として補間を行った．  mR 100=

この方法で求まる微動卓越周期分布を調査地区ごとに 

 
図-1 微動卓越周期の分布（黒島地区） 

 
図-2 微動卓越周期の分布（道下地区） 

 
図-3 微動卓越周期の分布（河井町地区） 

 
地図とともに図-1～図-3に示す． 
調査地区の沖積層厚さに関しては，得られたボーリ

ングデータより調査点ごとに算定し，距離による重み 
付けの方法を用いて微動卓越周期と同様に格子点上に 
補間した．それぞれの格子点から微動卓越周期に対す

る沖積層厚さを図にプロットし，調査地における微動 
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卓越周期と沖積層厚さの関係を考察する． 
 
３． 結果と考察 

 それぞれ解析した結果を調査地区ごとに図-4，図-5

としてそれぞれ示す．なお，図内には1次の近似直線

（切片を0とする）も示してある．相関係数は図-4，

図-5 それぞれにおいて0.87，0.93 となった．これよ

り，微動卓越周期と沖積層厚さとの間には正の相関が

あることが分かる．これは微動卓越周期と沖積層厚さ

との間に線形関係が成り立っていることを示している． 

 道下・黒島地区（図-4）に関しては相関係数が河井

町地区と比べて低い結果となった．これは常時微動観

測点に比べてボーリング調査点が少なく，また包括す

る範囲が小さかったためであると考えられる．一方で，

河井町地区（図-5）はボーリング調査点に比べて常時

微動観測点が少なかったにも関わらず，道下・黒島地

区よりも微動卓越周期と沖積層厚さとの間に高い相関

が確認できた．これはボーリング調査点の密度が高く，

沖積層厚さ分布がある程度十分な精度で把握できたた

めであると考えられる．このことから微動卓越周期が

地盤の沖積層厚さに依存していることが確認できる．

図-1，図-2，図-3より，今回の調査地区では山に近い

地域ほど微動卓越周期が小さく，一方で住宅の集中し

た地域は微動卓越周期が大きくなる傾向がある．図-4，

図-5の線形関係から考えると，山に近いほど沖積層厚

さが小さく，住宅密集地ほど沖積層厚さが大きくなっ

ているためであるといえ，防災上の有利・不利が微動

卓越周期の分布に表れているともいえる． 

 
４．おわりに 

常時微動観測は地盤動特性を把握する上で簡易に実

施することができる方法である．本研究において，微

動の周期特性が地盤動特性を反映していることが確認

できたことは，常時微動観測の有効性を示したことと

いえる．また，相関係数が十分に高い近似直線が得ら

れれば，ある範囲においては近似直線から沖積層厚さ

を微動卓越周期からある程度推定できると考えられる．

さらに，微動卓越周期の分布からその調査地における

沖積層厚さをある程度把握したいときに本稿で述べた

方法が有効になると考えられる． 
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r = 0.87 

図-4 微動卓越周期・沖積層厚さ関係 
（道下・黒島地区） 
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図-5 微動卓越周期・沖積層厚さ関係 
（河井町地区） 
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